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表紙の画

　2017年7月5日から7日の3日間、ニューヨーク
の国連本部において「高齢化に関するオープンエ
ンド・ワーキンググループ」の第8回会議が開催
された。会議では、高齢者の権利条約や法的措置
に向けた検討が行われた。さらに、具体的テーマ
として、「平等と非差別」と「暴力、虐待とネグレ
クト（放置）」が設定された。各国NGOは各種のサ
イド・イヴェントを開き、活発な議論を重ね、各
国代表からなる本会議でも積極的に発言し人権条
約制定を迫った。
　日本からは、国連NGOである一般社団法人日
本高齢期運動サポートセンターから、日本学術
会議連携会員である井上英夫理事長を団長とし、
NY連絡事務所所長を含め10名の代表団を送り、
積極的に発言、行動した。
　残念ながら、日本政府は条約制定に反対してい

るが、2015年には米州機構が高齢者人権条約を採
択するなど、高齢者の人権条約制定に向け拍車が
かかっている。高齢化先進国の日本としてはこの
分野でリ－ダーシップを発揮し、人権後進国の地
位を脱すべきである。
　2018年第9回ワーキングは、7月23日から26日
国連本部で開かれる。今回のテーマは「自立と独
立（Autonomy and Independence）、「長期ケアと
緩和ケア（Long-term and Palliative Care）である。
　なお、7月7日、同時刻に上階の会議場で国連
核兵器禁止条約が採択された。平和と人権保障は
一体であることを象徴する出来事であった。

金沢大学名誉教授
佛教大学客員教授
井上英夫


